
印刷用・授業案／指導ガイド

間接疑問導入『クイズショー Do you know what this is?』授業案 英語教材ラボ

間接疑問の最難関は「疑問文なのに語順が肯定文に戻る」こと。What is this? が Do you know what this

is? になる瞬間の違和感を、文法説明で解消しようとすると泥沼になります。この授業案は、クイズ番組の司会の決

まり文句として型ごと導入し、20問のクイズを浴びるうちに語順が耳に馴染んでいる状態を作ります。

この教材で解決できる悩み

Do you know what is this? の語順誤りが最後まで残る

間接疑問の説明が「語順を戻す」という操作の話に終始してしまう

受験期の中3の授業に、演習一辺倒でない山場を作りたい

教材の概要

項目 内容

対象 中学3年（ONE WORLD 3 Lesson 6）

文法項目 間接疑問（know / wonder / tell me＋疑問詞節）

形式 授業案A4・3ページ＋クイズ20問（シルエット・ズーム写真の作成案）

所要時間 50分×1コマ

準備物 クイズ用スライド（作成手順を授業案に記載）

授業の流れ（50分）

クイズショー開幕（18分）

教師が司会になり、シルエット画像や超ズーム写真でクイズを出します。司会の決まり文句は毎回同じ。

Do you know what this is?（シルエットを見せる）

— Hint 1: You use it every day.

— Hint 2: It's in your pocket now.

正解発表のたびに Now you know what it is! と受けます。10問目あたりで出題フレーズを板書し、Do you

know where this is?（風景写真）、Do you know who this is?（教師の幼少期写真）とバリエーションを広げ

ます。教師の子ども時代の写真は鉄板ネタです。

語順への気づき（10分）

板書の Do you know what this is? と、ふつうの疑問文 What is this? を上下に並べ、「知ってる？の箱の

中に入ると、疑問文が“おとなしくなる”」と視覚化します。箱（know の目的語）のイメージで囲む板書は、その後の演

習でも自己訂正の道具として機能します。

展開: 生徒が司会（17分）

グループでクイズを1問作り（教科書・教室内の物・有名人でOK）、他グループに出題します。出題フレームは Do you

know what/where/who ~? の3択。司会フレーズを言うこと自体が間接疑問の産出練習になっています。



まとめ（5分）

本日のベストクイズを再演し、次時（I don't know why ~. / Please tell me ~.への拡張）を予告します。

生徒作のクイズでは、答えが人物の場合に不適切な出題（容姿いじりなど）が起きがちです。「出題してよいのは、

本人が見ても笑える問題だけ」というルールを作問前に必ず示してください。教師の幼少期写真から始めるの

は、いじりの矛先を教師が引き受ける意味もあります。

高校入試との接続

間接疑問は多くの公立入試の並べ替え・英作文で頻出です。この授業の翌週から、帯活動のJUMBLE（整序トレーニ

ング）に間接疑問を混ぜ始めると、導入の記憶が新しいうちに手の運動として定着します。

英語教材ラボ　https://eigo-kyozai-lab.vercel.app 学校・授業での利用は自由です（再配布・販売はご遠慮ください）


